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E

果
に
責
任

前 参議院議員(比例代表全国区)

きわロ
日
々
勉
強
！

～ 国づ<り、地域づ<りは、人づ<りから ～

◎
価
格
交
渉
と
転
嫁
の
促
進
を

第

二
の
振
興
策
と
し
て
、
私
は
、

賃
上
げ
に
繋
が
る
価
格
交
渉
と
転

嫁
を
促
進
す
べ
く
、
精
力
的
に
活

動
し
て
き
ま
し
た
。

関
連
省
庁
へ
働
き
か
け
を
行
い
、

そ
の
結
果
、
金
融
庁
は
、
令
和
五

年
六
月
か
ら
車
体
整
備

工
場
約

二
千
社
を
調
査
し
、
令
和
六
年

二

月
、
損
保
会
社
に
工
賃
引
き
上
げ

の
要
請
を
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

昨
年
夏
に
は
、
関
係
省
庁
に
更
な

る
働
き
か
け
を
行
い
、
国
土
交
通

省
に
専
用
の
情
報
提
供
窓

口
が
開

設
さ
れ
、
関
係
省
庁
連
携
の
も
と

価
格
交
渉
と
転
嫁
を
推
進
す
る

体
制
が
で
き
、
処
遇
改
善
へ
と
繋

が
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
窓

口
に
寄
せ
ら
れ
た
情

報
に
基
づ
き
、

「
車
体
整
備
業
の

価
格
交
渉
の
指
針

（ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
）
」
が
本
年
二
月
に
公
表
さ
れ
、

概
要
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
価
格
交
渉
の
指
針
と
は

第

一
、
見
積
書
の
作
成
は
損
保

会
社
に
任
せ
ず
、
自
社
で
実
施
す

る
こ
と
。

第

二
、
人
件
費
等
上
昇
も
考
慮

し
た
工
賃
単
価
の
提
案
。

第

三
、
作
業
時
間
の
実
態
を
踏

ま
え
た
価
格
請
求
。

第

四
、
見
積
書
や
作
業
記
録
簿

等
は
標
準
様
式
を
使
用
。

第
五
、
保
険
の
代
車
費
用
の
支

払
い
約
款
の
確
認
。

第
六
、
恣
意
的
に
価
格
を
変
え

な
い
こ
と
。

第
七
、
損
保
会
社
と
の
交
渉
が

不
合
理
で
進
ま
な
い
時
は
、
国
交

省
の
窓
ロ
ヘ
情
報
提
供
を
。

第
八
、
交
渉
が
ま
と
ま
ら
な
い

時
は
依
頼
者
に
判
断
を
仰
ぐ
。

第
九
、
依
頼
者
に
は
作
業
内
容

と
見
積
を
丁
寧
に
説
明
す
る
。

な
お
、
ネ
ッ
ト
で
の
情
報
提
供
窓

回
は
引
き
続
き
設
置
さ
れ
て
お
り

ま
す

の
で
、
価
格
交

コ
墨
社
榊

渉
転
嫁
の
状
況
を
書

剛
島
椰
糧

き
込
ん
で
頂
け
れ
ば

岬̈
螺
憾

と
思
い
ま
す
。
　

．↓

Ｅ
■‥〓

Ｅ

積
極
的
に
価
格
交
渉
と
転
嫁
を

行
っ
て
頂
き
、
設
備
投
資
や
物
価

高
に
負
け
な
い
賃
上
げ
実
現
に
繋

げ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◎
補
助
金
の
積
極
活
用

第

二
の
振
興
策
は
、
補
助
金
活

用
に
よ
る
生
産
性
向
上
で
す
。

ｍ
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
補
助
金

昨
年
十
月
か
ら
Ｏ
Ｂ
Ｄ
検
査
が

始
ま
り
、
ス
キ
ャ
ン
ツ
ー
ル
（パ
ソ
コ

ン
含
む
）補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今

年
度
も

七
億

円
予
算
が
執
行
中

で
す
。
昨
年
末
の
補

正
予
算
で
は

十
・
五
憶
円
、
今
年
度
は
三
日六
億

円
が
計
上
さ
れ
、
公
募
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。
上
限
は
十
五
万
円
〓

三
分
の

一
ま
で
で
す
。
ま
だ
ま
だ

予
算
は
あ
り
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
ご
活
用
下
さ
い
。

な
お
、
来
年
度
も

八
日
七
億

円

を
計
上
し
、
上
限
も
倍
増
し
て
三

十
万
円
と
な
り
ま
す
。

図
省
力
化
投
資
補
助
金

人
手
不
足
解
消
に
効
果
が
あ
る

製
品
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。
対

象
の
製
品
は
、
全
国
中
小
企
業
団

体
中
央
会
が
運
営
し
て
い
る
中
小

企
業
省
力
化
投
資
補
助
金
と
い
う

サ
イ
ト
に
カ
タ
ロ
グ
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。
購
入
方
法
や
支
援
の

申
請
等
も
そ
の
サ
イ
ト
で
説
明
さ

れ
て
い
ま
す
。
自
動
車
整
備
関
係

で
は
、
①
自
動
調
色
シ
ス
テ
ム
、
②

ス
ポ
ッ
ト
溶
接
機
、
③
パ
ル
ス
制
御

溶
接
機
、
④
溶
接
ブ
ー
ス
が
掲
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
上
限
は

一
千
五

百
万
円
口
三
分
の

一
。

０
電
動
車
充
電
設
備
補
助
金

外
部
給
電
器
へ
の
補
助
金
に
関

し
て
は
、
既
に
予
算
は
確
保
さ
れ

て
お
り
、
申
請
受
付
中
で
す
。

鯛
Ｉ
丁
導
入
補
助
金

業
務
効
率
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
に
向
け

た
Ｉ
丁
ツ
ー
ル
等
の
導
入
費
用
を

支
援
し
ま
す
。
上
限
は
四
百
五
十

万
円
・
三
分
の

一
で
す
。

国
も
の
づ
く
り
補
助
金

生
産
性
向
上
や
持
続
的
な
賃
上

げ
に
向
け
た
革
新
的
な
新
製
品
・

新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
に
必
要
な
設

備
投
資
等
を
支
援
し
ま
す
。
上
限

は
三
千
五
百
万
円
・
三
分
の

一
で

す
。
・
０
省
エ
ネ
等
補
助
金

省
エ
ネ
と
脱
炭
素
化
を
同
時
に

推
進
す
べ
く
、
高
効
率
空
調
等
、

補
助
対
象
設
備
の
リ
ス
ト
か
ら
機

器
を
選
択
し
更
新
す
る
場
合
、
省

エ
ネ
率
十
％
以
上
等
の
要
件
を
条

件
に
支
援
し
ま
す
。
上
限
は

一
億

円
口
三
分
の

一
。

同
事
業
承
継
口Ｍ
＆
Ａ
補
助
金

事
業
承
継
に
際
し
て
の
設
備
投

資
や
、
Ｍ
＆
Ａ

（経
営
統
合
）
の
専

門
家
活
用
費

用
等
を
支
援
し
ま

す
。
上
限
は

一
千
万
円
・
三
分
の

一
で
す
。

来
年
度
概
算
要
求
で
も
予
算
を

増
額
要
求
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
予
算
関
係
以
外
に
も
、

税
制
支
援
策
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
賃
上
げ
税
制
と
し
て
、
全

雇
用
者
の
給
与
等
支
給
額

（前
年

度
比
）が
プ
ラ
ス

一
口
五
％
な
ら
税

額
控

除
率

は
十

五

％
、
プ

ラ
ス

ニ
・
五
％
な
ら
二
十
％
と
な
り
ま

す
。さ

ら

に
、
前

年

度

比
プ

ラ
ス

五
％
な
ら
税
額
控
除
率
を
十

％

上
乗
せ
し
、
条
件
に
よ
っ
て
は
更

な
る
上
乗
せ
措
置
が
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
返
還
に
つ
い
て
、
企
業
が

社
員

の
代
位
弁
済
す
る
と
税
制

支
援
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

近
年
の
価
格
交
渉
と
転
嫁
、
生

産
性
向
上
の
取
り
組
み
も
あ
り
、

自
動
車
整
備
業
の
年
平
均
賃
金
が

五
百
万
円
を
超
え
、
五
百
三
万
円

へ
と
上
昇
し
、
全
業
種
五
百
二
十

七
万
円
に
迫
り
つ
つ
あ
り
ま
す
（令

和
六
年
）。
直
近
五
年
間
の
伸
び

率
は
、
約
十
九

％
（全
業
種
八
％
）

と
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き

「
整
備
な
く
し
て
、

発
展
な
し
！
」
を
モ
ツ
ト
ー
に
、
全

力
で
取
り
組
み
続
け
ま
す
。

（赤
池
ま
さ
あ
き
）

年平均賃金が503万円へ。約19%増 !
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◆有効求人倍率の比較

1,07 自動車整備要員
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振
興
策
は
①
大
手
不
足
対
策
、
②
価
格
交
渉
と
転
嫁
、
③
補
助
金
の
積
極
活
用
！

去
る
七
月
の
参
院
選
で
は
、

皆
様
か
ら
お
支
え
頂
い
た
お
蔭

で
、
最
後
ま
で
力
を
振
り
絞
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
た
だ
、

残
念
な
が
ら
、
所
属
す
る
自
民

党
へ
の
大
逆
風
も
あ
り
、
当
選

は
か
な
わ
ず
、
自
民
党
も
結
党

以
来
、
初
の
衆
参
過
半
数
割
れ

と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま
し

た
。
参
院
選
後
は
、
党
で
の
選

挙
総
括
を
踏
ま
え
、
続
い
て
実

施
さ
れ
た
党
総
裁
選
で
高
市

早
苗
総
裁
が
誕
生
。
紆
余
曲
折

を
経
て
、
高
市
新
政
権
が
発
足

し
ま
し
た
。
国
民
の
支
持
と
政

治

の
安
定
を
取
り
戻
す
活
動

は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。
私

も
活
動
を
継
続
し
、
我
が
国
最

大
の
自
動
車
産
業

の
更
な
る

（
出
典
¨
国
土
交
通
省
資
料
）

発

展

に
は
自

動
車
整

備
が

不

可
欠
だ
と
い
う
強
い
思
い
で
、

引
き
続
き

「整
備
な
く
し
て
、
発

展
な
し

！
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎
人
手
不
足
対
策

第

一
の
振
興
策
は
、
人
手
不
足

対
策
で
す
。

有
効
求
人
倍
率
は
五
口
〇
九
と

な
る
等
、
深
刻
な
人
材

不
足
の

状
況
が
改
善
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

全
国
ど
の
地
域
で
も
自
動
車
の

整
備
を
受
け
ら
れ
る
状
況
を
維

持
す
る
た
め
に
は
、
整
備
士
の

魅
力
を
向
上
し
、
整
備
人
材
の

確
保

・
育
成
を
進
め
る
環
境
を

整
え
る
こ
と
が
必
須
で
す
。

国
交
省
で
は
、
来
年
度
概
算
要

求
に
お
い
て
、
今
年
度
予
算

丁

九
億
円
か
ら
倍
増
に
近
い
三
日七

億
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
自
動
車
整
備

士
の
魅
力
向
上
口職
業
Ｐ
Ｒ
と
し

て
、
自
動
車
整
備
士
等

の
働
き

や
す
い
・働
き
が
い
の
あ
る
職
場

づ
く
リ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
周
知

ロ

改
正
等
、
若
年
層
等
へ
の
整
備
士

体
験
等
に
よ
る
職
業
Ｐ
Ｒ
。

②
自
動
車
整
備
事
業
者
等
へ
の

人
材
確
保

口育
成
支
援
と
し
て
、

自
動
車
整
備
事
業
者
間
又
は
他

分
野
間
の
整
備
事
業
連
携
の
支

援
、
円
滑
な
外
国
人
材
受
入
れ

に
関
す
る
調
査
、
省
力
化
機
器
ロ

設
備
等

の
導
入
推
進
支
援
、
養

成
施
設
に
お
け
る
人
材
確
保

ロ

育
成
対
策

（
設
備

口教
材

口
学
生

確
保
支
援
策
等
）
の
効
果
検
証
。

③
修
理
作
業
に
よ
る

工
賃
等
の

調
査
と
し
て
、
多
様
な
車
種
に
お

け
る
事
故
車
修
理
標
準
作
業
時

間
の
調
査
、
工
賃
等
の
動
向
調

査
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
外
国
人
材
活
用
と
と

も
に
、
私
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と

し
て
、
日
本
の
若
者
に
車
へ
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
べ
く
、
全
国
の

工
業
高
校
校
長
会
と
自
動
車
団

体
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
会

を
提
案

・実
現
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
同
校
長
会
か
ら
の
要

望
で
、
文
科
省

ロ
ス
ポ
ー
ツ
庁
、

関
係
者

の
ご
協
力
の
も
と
、
昨

年
度
か
ら
工
業
高
校
生
の
自
動

車
等
の
レ
ー
ス
の
ピ
ツ
ト
見
学
会

の
実
施
に
繋
が
り
ま
し
た
。

昨
年

三
月
に
は
、
東
京
ビ
ッ
ク

サ
イ
ト
（東
京
お
台
場
）
公
道

で

始
め
て
開
催
さ
れ
た
フ
オ
ー
ミ
ュ

ラ
Ｅ
東
京
大
会
に
工
業
高
校
生

四
十
名
を
招
待
し
、
ま
た
、
昨
年

十
月
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
リ
ゾ
ー
ト
モ

テ
ギ
（栃
木
）で
の
国
際
オ
ー
ト
バ

イ
レ
ー
ス
Ｍ
ｏ
ｔ
ｏ
Ｇ
Ｐ
に
も
高
校

生
を
招
待
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
昨
年
に
加
え
、
富

士
ス
ピ
ー
ド
ウ
エ
イ
（静
岡
）や
鈴

鹿
サ
ー
キ
ッ
ト
（三
重
）で
も
実
施

さ
れ
、
合
計
七
戦
の
レ
ー
ス
ピ
ツ

ト
見
学
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

高市新政権発足 !「整備」なくして発展なし !

5.09

ド
バ
イ
ザ
ー

（予
定
）。

活

動

報

告

は

こ
ち

ら

か
ら

！

↓
聟
聾
ロ

騨
醐
酬
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httpsi//www,akalke.com
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一亦
池

一諏
童
人
あ
か
い
け
ま
さ
あ
き
）

昭
和
三
十
六
年
山
梨
県
生
ま
れ
。

明
治
大
学
卒
。
松

下
政
経
塾
出

身
。
自
動
車
整
備
士
養
成
の
専
門

学
校
長
を
経
て
、
衆
議
院
議
員
に

初
当
選
。
平
成

二
十
五
年
の
参
院

選
比
例
代
表
（全
国
区
）で
国
政
復

帰
。
令
和
元
年
再
選
。
国
土
交
通

委
員
会
理
事
、
文
部
科
学
大
臣
政

務
官
、
文
教
科
学
委
員
長
、
自
民

党
文
部
科
学
部
会
長
（
三
期
）、
内

閣
府
副
大
臣
、
党
政
務
調
査
会
副

会
長
（
三
期
）を
務
め
た
。
自
動
車

整
備
議
員
連
盟
口安
全
な
自
動
車

の
車
体
を
確
保
す
る
議
員
連
盟
ア


